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B 型肝炎ワクチン接種時期の変更に伴う母子感染予防指針 

低出生体重児等の特別な場合に対する日本小児科学会の考え方 

 

 B 型肝炎ワクチン（HB ワクチン）の添付文書の改訂に伴い、日本小児科学会は 2013 年

12 月に B 型肝炎ウイルス母子感染予防のための新しい指針を公表した。1 

 この指針は主に正期産児を対象にされたものであるため、低出生体重児等の特別な症例に

対する B 型肝炎母子感染予防に関する日本小児科学会の考え方を提示する。なお、これは現

時点の我が国の医療状況に基づいた考え方であり、今後必要に応じ改訂されることがある。 

 

1. HBs 抗原陽性の母親から出生した低出生体重児 

出生体重 2000 g 未満 

 出生体重 2000 g未満の低出生体重児はHBワクチンに対する免疫応答の未熟性から 3回の

HB ワクチンでは母子感染予防に十分な抗体価が得られないことが明らかになっている 2,3。

それゆえ、出生時、生後 1 か月、6 か月時の接種以外に、現時点で添付文書に記載はなく保

険適応はないが、生後 2 か月時の接種を加えた計 4 回の接種が医学上必要と考える。2,3 

・HB ワクチンを原則、出生時、生後 1 か月、2 か月、6 か月時の計 4 回接種を行う。HB グ

ロブリンの追加接種に関しては注３）を参照のこと。 

① 出生直後（12 時間以内が望ましい。もし遅くなった場合も生後できる限り早期に

行う注 1）） 

抗 HBs 人免疫グロブリン（HB グロブリン）1mL（200 単位）注 2）を 2 か所に分け

て筋肉内注射し、HB ワクチン 0.25mL を皮下注射する。 

② 生後 1 か月     HB ワクチン 0.25mL 皮下注射 

③ 生後 2 か月     HB ワクチン 0.25mL 皮下注射注 3） 

④ 生後 6 か月     HB ワクチン 0.25mL 皮下注射 

・生後 9～12 か月を目安に HBs 抗原と HBs 抗体検査を実施する。HB ワクチンの追加接種

に関しては、B 型肝炎ウイルス母子感染予防のための新しい指針の追加接種の項を参照。1 

 

出生体重 2000 g 以上 

 B 型肝炎ウイルス母子感染予防のための新しい指針に基づいて感染予防を行う。1 

・HB ワクチンを出生時、生後 1 か月、6 か月時の計 3 回接種を行う。 

① 出生直後（12 時間以内が望ましい） 

HB グロブリン 1mL 筋肉内注射と HB ワクチン 0.25mL 皮下注射 

② 生後 1 か月     HB ワクチン 0.25mL 皮下注射 

③ 生後 6 か月     HB ワクチン 0.25mL 皮下注射 

・生後 9～12 か月を目安に HBs 抗原と HBs 抗体検査を実施する。HB ワクチンの追加接種

に関しては、B 型肝炎ウイルス母子感染予防のための新しい指針の追加接種の項を参照。1 

 



2. 出生時に母親の HBs 抗原が不明の母親から出生した新生児 

・母親の HBs 抗原検査を直ちに行う。生後 12 時間以内に結果が判明しない場合は、添付文

書に記載はないが、HBs 抗原が陽性であることを想定して、HB グロブリン 1mL 筋肉内注

射と HB ワクチン 0.25mL を皮下注射する。2,3 

・結果が判明し、HBs 抗原陽性の場合は、出生体重に応じて感染予防処置を継続する。 

 

3. HBs 抗原陽性の母親から出生し、生後に手術を要することが想定される新生児 

 接種不適当な場合を除き、原則、出生直後の HB グロブリン 1mL 筋肉内注射と HB ワク

チン 0.25mL 皮下注射は優先的に行う。 

 

注 1）重篤な急性疾患等に罹患しており、やむをえず生後 12 時間以内に HB ワクチン接種が

行えない場合でも出生後早期に HB グロブリン投与を行った上、重篤な状態から離脱後

速やかに HB ワクチンの投与を行う。 

注 2）低出生体重児で体格上、HB グロブリンの投与量の減量が必要な場合は、0.5mL まで

減量できる。4,5 

注 3）母子感染のハイリスクである HBe 抗原陽性の母親から出生した児や HB 抗体の獲得が

不良である出生体重1500g未満の低出生体重児 6,7においては、生後2か月時に0.5～1mL

（添付文書では体重 1kg あたり 0.16～0.24mL）の HB グロブリンの追加接種を行うこ

とも考慮される。4 
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